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(54)【発明の名称】 計測ソフトウェア

(57)【要約】
【課題】  計測内視鏡装置で記録された計測画像をパソ
コン上で再計測を行なえるようにして、検査の作業効率
を向上させる。
【解決手段】  コントロールユニット１２内に搭載され
た主要回路群は、主要プログラムに基づき各種機能を実
行し動作させるように制御を行うＣＰＵ２６，ＲＯＭ２
７，ＲＡＭ２８，ＰＣカードＩ／Ｆ３０，ＵＳＢＩ／Ｆ
３１，ＲＳ－２３２ＣＩ／Ｆ２９，音声信号処理回路３
２及び映像信号処理回路３３とを含んで構成される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  内視鏡先端部に設けられた接続部と、前
記接続部に着脱可能で２つの像を撮像素子に結合させる
ことができる対物レンズを有する光学アダプタと、前記
光学アダプタを接続し前記撮像素子の画像信号を画像処
理によって計測を行なう処理と、光学アダプタの光学特
性などを含み計測環境を設定するために必要な情報（校
正データ）を計測画像に記録する手段と、装置の中に記
録されている計測画像を計測環境情報および校正データ
と共に脱着可能な記録媒体に複製する手段とを具備して
いる計測内視鏡装置で記録された計測画像を取り込む
（複製する）ことができるパソコン用のソフトウェアに
おいて、
計測画像に記録されている計測環境情報を参照して現在
の計測環境の設定と一致しているかを判断するステップ
と、
計測画像に記録されている校正データを使用して自動的
に計測環境の設定を行うステップと、
計測画像に計測環境情報や校正データが記録されていな
い場合にそれを告知するステップと、
画像から取り離した複数種類の校正データをパソコンの
中で管理することができるステップと、
計測画像に記録されている計測環境情報を参照してパソ
コンの中に既に管理されている校正データ群の中から同
じものを検索するステップと、
前記検索結果の校正データを使用して計測画像の歪み補
正などを行うときに使用する計測環境データを自動的に
作成するステップと、
前記校正データ群の中から選択されたデータを使用して
計測環境データを作成するステップと、
前記計測環境データを使用して計測画像を座標変換する
ステップと、
座標変換された２つの画像を基に２画像のマッチングに
よって任意の点の３次元座標を求めるステップと、
前記３次元座標から所望の長さなどの計測値を算出する
ステップとを備えたことを特徴とする計測ソフトウェ
ア。
【請求項２】  光学アダプタの光学特性などを含み計測
環境を設定するために必要な校正データと計測環境情報
を計測画像に記録するステップと、
パソコンの中に複製されている計測画像を計測環境情報
および校正データと共に脱着可能な記録媒体に複製する
ステップと、
パソコンの中に画像とは別で管理されている計測環境情
報および校正データだけを脱着可能な記録媒体に複製す
るステップと、
前記記録媒体に複製された計測環境情報および校正デー
タをパソコンの中に取り込むステップとを設けたことを
特徴とする請求項１に記載の計測ソフトウェア。
【請求項３】  計測環境情報は、複数の校正データを区
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別するために必要な情報またはその条件であることを特
徴とする請求項１または請求項２に記載の計測ソフトウ
ェア。
【請求項４】  校正データは、光学特性や機器の補正係
数を含み、計測環境を設定すると作成される計測環境デ
ータを作成するために必要なすべてのデータか、あるい
は計測環境の設定によって作成され最終的に計測で使用
される計測環境データそのものであることを特徴とする
請求項１または請求項２に記載の計測ソフトウェア。
【請求項５】  画像に記録される計測環境情報と校正デ
ータは、画像ファイルの中に書き込まれるか、または画
像ファイルに関連付けされた別のファイルに記録される
ことを特徴とする請求項１に記載の計測ソフトウェア。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、一対の対物レンズ
による被計測物の２つの像を、内視鏡本体に設けられた
撮像素子上の異なる位置に結像させ、その内視鏡画像を
用いて画像処理により計測を行う計測内視鏡装置で記録
された計測画像をパソコン上で取り扱うことができる計
測ソフトウェアに関する。
【０００２】
【従来の技術】一般に、内視鏡によって被検物をさらに
詳細に調べるためには、その被検物を計測することが必
要であり、このような要求を満足するために、従来から
内視鏡を用いて被検物の計測が可能な計測手段が様々な
提案によって開示されている。
【０００３】例えば、特開平１０－２４８８０６号公報
に記載の提案では、ステレオ計測による計測内視鏡装置
が示されている。また、本出願人が先に出願した特願２
０００－１０１１２２号に記載の提案では、光学アダプ
タの種類によって異なる計測手法を、光学アダプタの種
類に応じて自動的に選択して実行する計測内視鏡装置が
示されている。
【０００４】前者の特開平１０－２４８８０６号公報に
記載の計測内視鏡装置では、内視鏡本体に、被検物を撮
像して計測を行うのに必要な２つの光学系を有する光学
アダプタを着脱自在に設け、光学アダプタ内の２つのレ
ンズ系の画像を１つの撮像素子上に結像し、少なくとも
この得られた内視鏡画像を用いた画像処理により計測を
行うもので、光学アダプタの光学データを記録した記録
媒体から情報を読み込む処理と、内視鏡本体の撮像系の
位置誤差を基に光学データを補正する処理と、補正した
光学データを基に計測する画像を座標変換する処理と、
座標変換された２つの画像を基に２画像のマッチングに
より任意の点の３次元座標を求める処理と、を行う計測
処理手段を有して構成されている上記構成の計測内視鏡
装置においては、前記光学アダプタを介して撮像素子に
より取り込まれた被検物（被写体）の２つの画像を座標
変換して求めた２つの画像情報を基に、２画像のマッチ
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ングにより被検物上の任意の点の３次元座標を求める。
これにより、安価でしかも計測精度の優れた計測内視鏡
装置の実現を可能にしている。
【０００５】一方、後者の特願２０００－１０１１２２
号に記載の計測内視鏡装置は、内視鏡先端部に設けられ
た接続部と、前記接続部に着脱可能な被写体像を撮像素
子に結像させる複数種の光学アダプタと、前記光学アダ
プタの１つを接続し、前記撮像素子の画像信号を画像処
理により計測を行う計測内視鏡装置において、前記複数
の光学アダプタに予め関係付けられた表示データにて、
選択操作するメニュー表示処理と、前記メニュー表示処
理による選択結果に基づいて、計測処理を行う計測処理
手段とを有して構成されている。
【０００６】上記構成の計測内視鏡装置においては、前
記メニュー上で光学アダプタを選択すると、その光学ア
ダプタに対応した計測方法が自動的に選択され、計測を
実行する場合は内視鏡操作部に設けた計測実行スイッチ
を押下するのみで、前記選択された計測方法に対応した
計測処理を実行させることが可能となる。
【０００７】また、上記公報にある実施例の中で複数の
光学アダプタそれぞれについてキャリブレーション処理
を行なった結果を外部記憶媒体であるコンパクトフラッ
シュ（登録商標）（Ｒ）メモリカードに計測環境データ
として保存しておき、前記メニュー上で適切な光学アダ
プタを選択することで該当する光学アダプタに合った前
記計測環境データが使用される構成が開示されている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】通常、計測画像は、ビ
デオ内視鏡本体、対物レンズを有する計測用光学アダプ
ター、ビデオ内視鏡から出力される信号をＴＶ信号に変
換するためのカメラコントロールユニツト（ＣＣＵ）、
ＴＶ信号をデジタル信号に変換して記録するための記録
装置の種類あるいは個体の違いによって画像の写り具合
の特性が変化する。このために、計測内視鏡装置の設定
を、計測画像を撮影したときのそれぞの装置の組み合わ
せに適した状態になるようにさまざまな計測環境の設定
を行なわなければ、正しく計測を行うことができない。
【０００９】したがって、計測を行う装置やシステムで
は、実際に計測値を算出する処理の前に、計測画像を補
正するために必要なデータを作成する処理も重要であ
り、またこの処理は画像を記録する装置に依存する特性
があることから、画像を記録する装置に上記の計測に関
する処理が組み込まれていたので、従来では、一旦記録
された画像で再計測を行おうとした場合、この装置上で
しか計測を行うことができなかった。あるいは、記録装
置の個体差が無い場合には、他の装置で記録した画像を
別の装置上で計測することも可能であったが、やはり計
測内視鏡装置上で再計測を行うことに限られていた。
【００１０】また、最近では、さまざまな計測の用途に
合うように、内視鏡本体、光学アダプタやＣＣＵや画像
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記録装置などの種類も増えてきたのに伴って、さまざま
な装置の組み合わせ（計測環境）で記録された計測画像
で再計測を行なう機会が増えてきている。
【００１１】また、記録した画像をパソコンに取り込ん
だり、表示したりするだけでなく、これらの動作が簡単
にできるようなパソコン用のソフトウェアも数多く商品
化されている。
【００１２】よって、多数種にわたる計測画像もこのよ
うなパソコン用のソフトウェアで管理することが一般的
になってきているが、パソコン上で計測環境の設定を行
えるようにする手段と処理が無かったために、パソコン
に取り込まれた計測画像をパソコン上で再計測させるこ
とはできなかった。
【００１３】本発明は、上記事情に鑑みてなされたもの
であり、計測内視鏡装置で記録された計測画像をパソコ
ン上で再計測を行なえるようにして、検査の作業効率を
向上させることのできる計測ソフトウェアを提供するこ
とを目的としている。
【００１４】また、パソコンにはさまざまな計測環境で
記録された画像が取り込まれ、それに適した計測環境の
設定にする必要があるが、誤った計測環境で計測を行な
ってしまうことを防止することができるとともに、簡単
な操作で正しい計測環境で再計測ができるようにするこ
とによって、計測環境を意識しなくてもすぐに再計測が
行え、その時の操作性を向上させることができる計測ソ
フトウェアを提供することも目的とする。
【００１５】
【課題を解決するための手段】本発明の計測ソフトウェ
アは、内視鏡先端部に設けられた接続部と、前記接続部
に着脱可能で２つの像を撮像素子に結合させることがで
きる対物レンズを有する光学アダプタと、前記光学アダ
プタを接続し前記撮像素子の画像信号を画像処理によっ
て計測を行なう処理と、光学アダプタの光学特性などを
含み計測環境を設定するために必要な情報（校正デー
タ）を計測画像に記録する手段と、装置の中に記録され
ている計測画像を計測環境情報および校正データと共に
脱着可能な記録媒体に複製する手段とを具備している計
測内視鏡装置で記録された計測画像を取り込む（複製す
る）ことができるパソコン用のソフトウェアにおいて、
計測画像に記録されている計測環境情報を参照して現在
の計測環境の設定と一致しているかを判断するステップ
と、計測画像に記録されている校正データを使用して自
動的に計測環境の設定を行うステップと、計測画像に計
測環境情報や校正データが記録されていない場合にそれ
を告知するステップと、画像から取り離した複数種類の
校正データをパソコンの中で管理することができるステ
ップと、計測画像に記録されている計測環境情報を参照
してパソコンの中に既に管理されている校正データ群の
中から同じものを検索するステップと、前記検索結果の
校正データを使用して計測画像の歪み補正などを行うと
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きに使用する計測環境データを自動的に作成するステッ
プと、前記校正データ群の中から選択されたデータを使
用して計測環境データを作成するステップと、前記計測
環境データを使用して計測画像を座標変換するステップ
と、座標変換された２つの画像を基に２画像のマッチン
グによって任意の点の３次元座標を求めるステップと、
前記３次元座標から所望の長さなどの計測値を算出する
ステップとを備えて構成される。
【００１６】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照しながら本発明
の実施の形態について述べる。
【００１７】図１ないし図１５は本発明の一実施の形態
に係わり、図１は計測内視鏡装置のシステム構成を示す
斜視図、図２は図１の計測内視鏡装置の電気的回路構成
を示すブロック図、図３は図１のリモートコントローラ
の構成を示す斜視図、図４はステレオ計測アダプタを付
けた図１の内視鏡挿入部の内視鏡先端部の構成を示す斜
視図、図５は図４のＡ－Ａ線断面図、図６は図４のステ
レオ計測アダプタを付けた内視鏡画像を示す図、図７は
図４のステレオ計測アダプタのマスク形状の画像を示す
図、図８は通常光学アダプタを付けた図１の内視鏡挿入
部の内視鏡先端部の構成を示す斜視図、図９は図８のＡ
－Ａ線断面図、図１０は図９の通常光学アダプタを付け
た内視鏡画像を示す図、図１１はサムネイル画面の表示
例を示す図、図１２はステレオ光学アダプタによる計測
画面の表示例を示す図、図１３は通常光学アダプタによ
る計測画面の表示例を示す図、図１４は本計測ソフトウ
ェアの特徴となる制御動作例を示す第１のフローチャー
ト、図１５は本計測ソフトウェアの特徴となる制御動作
例を示す第２のフローチャートである。
【００１８】（構成）本実施の形態の計測内視鏡装置１
０のシステム構成を説明すると、該計測内視鏡装置１０
は、図１に示すように、撮像素子を内蔵し複数のステレ
オ計測用光学アダプタと通常計測用光学アダプタを着脱
自在に構成された内視鏡挿入部１１と、該内視鏡挿入部
１１を収納するコントロールユニット１２と、該計測内
視鏡装置１０のシステム全体の各種動作制御を実行する
のに必要な操作を行うリモートコントローラ１３と、内
視鏡画像、あるいは操作制御内容（例えば処理メニュ
ー）等の表示を行う液晶モニタ（以下、ＬＣＤと記載）
１４と、通常の内視鏡画像、あるいはその内視鏡画像を
擬似的にステレオ画像として立体視可能なフェイスマウ
ントディスプレイ（以下、ＦＭＤと記載）１７及び該Ｆ
ＭＤ１７に画像データを供給するＦＭＤアダプタ１８と
を含んで構成されている。
【００１９】さらに図２を参照しながら該装置のシステ
ム構成を詳細に説明する。図２に示すように、前記内視
鏡挿入部１１は、内視鏡ユニット２４に接続され、この
内視鏡ユニット２４は、例えば図１に示すようにコント
ロールユニット１２内に搭載される。この内視鏡ユニッ
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ト２４は、図示はしないが撮像時に必要な照明光を得る
ための光源装置と、前記内視鏡挿入部１１を電気的に自
在に湾曲させるための電動湾曲装置とを含んで構成され
ている。
【００２０】内視鏡挿入部先端の固体撮像素子４３（図
５参照）からの撮像信号は、カメラコントロールユニッ
ト（以下、ＣＣＵと記載）２５に入力される。該ＣＣＵ
２５は、供給された撮像信号をＮＴＳＣ信号等の映像信
号に変換し、前記コントロールユニット１２内の主要処
理回路群へと供給する。
【００２１】前記コントロールユニット１２内に搭載さ
れた主要回路群は、例えば図２に示すように、主要プロ
グラムに基づき各種機能を実行し動作させるように制御
を行うＣＰＵ２６，ＲＯＭ２７，ＲＡＭ２８，ＰＣカー
ドインターフェイス（以下、ＰＣカードＩ／Ｆと記載）
３０，ＵＳＢインターフェイス（以下、ＵＳＢＩ／Ｆと
記載）３１，ＲＳ－２３２Ｃインターフェイス（以下、
ＲＳ－２３２ＣＩ／Ｆと記載）２９，音声信号処理回路
３２及び映像信号処理回路３３とを含んで構成されてい
る。
【００２２】前記ＲＳ－２３２ＣＩ／Ｆ２９は、ＣＣＵ
２５，内視鏡ユニット２４及びリモートコントローラ１
３にそれぞれ接続され、ＣＣＵ２５，内視鏡ユニット２
４の制御及び、動作指示を行うリモートコントローラ１
３による操作に基づく動作制御するのに必要な通信をそ
れぞれ行うためのものである。
【００２３】前記ＵＳＢＩ／Ｆ２１は、該コントロール
ユニット１２とパーソナルコンピュータ２１とを電気的
に接続するためのインターフェイスであり、該ＵＳＢＩ
／Ｆ２１を介して接続した場合には、パーソナルコンピ
ュータ２１側でもコントロールユニット１２における内
視鏡画像の表示指示や計測時における画像処理等の各種
の指示制御を行うことが可能であり、またコントロール
ユニット１２，パーソナルコンピュータ２１間とで各種
の処理に必要な制御情報やデータ等の入出力を行うこと
が可能である。
【００２４】また、前記ＰＣカードＩ／Ｆ３０は、ＰＣ
ＭＣＩＡメモリカード２２及びコンパクトフラッシュ
（Ｒ）メモリカード２３が着脱自由に接続されるように
なっている。つまり、上記いずれかのメモリカードが装
着された場合には、ＣＰＵ２６による制御によって、記
録媒体としてのメモリーカードに記憶された制御処理情
報や画像情報等のデータを再生し、該ＰＣカードＩ／Ｆ
３０を介してコントロールユニット内に取り込むことが
でき、あるいは制御処理情報や画像情報等のデータを該
ＰＣカードＩ／Ｆ３０を介してメモリカードに供給して
記録することができる。
【００２５】前記映像信号処理回路３３は、ＣＣＵ２５
から供給された内視鏡画像とグラフィックによる操作メ
ニューとを合成した合成画像を表示するように、ＣＣＵ
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7
２５からの映像信号とＣＰＵ２６の制御により生成され
る操作メニューに基づく表示信号とを合成処理し、さら
にＬＣＤ１４の画面上に表示するのに必要な処理を施し
てＬＣＤ１４に供給することにより、内視鏡画像と操作
メニューとの合成画像がＬＣＤ１４に表示される。な
お、映像信号処理回路３３では、単に内視鏡画像、ある
いは操作メニュー等の画像を単独で表示するための処理
を行うことも可能である。
【００２６】前記音声信号処理回路３２は、マイク２０
により集音されて生成され、メモリカード等の記録媒体
に記録する音声信号、あるいはメモリカード等の記録媒
体の再生によって得られた音声信号が供給され、供給さ
れた音声信号に再生するのに必要な処理（増幅処理等）
を施し、スピーカ１９に出力する。これにより、スピー
カ１９によって音声信号が再生される。
【００２７】前記ＣＰＵ２６は、ＲＯＭ２７に格納され
ているプログラムを実行し、目的に応じた処理を行うよ
うに各種の回路部を制御してシステム全体の動作制御を
行う。
【００２８】次に、図３を参照しながらリモートコント
ローラ１３の構成とその操作に基づくＣＰＵ２６のプロ
グラム動作制御例を説明する。
【００２９】本実施の形態の計測内視鏡装置１０に用い
られるリモートコントローラ１３は、計測時等の使用時
における操作性をより向上させるための改良がなされて
いる。
【００３０】リモートコントローラ１３は、図３に示す
ようにジョイスティック４７，レバースイッチ４８，フ
リーズスイッチ４９，ストアースイッチ５０及び計測実
行スイッチ５１を少なくとも上面に併設して構成され、
つまり、使用者にとって操作し易い配置形態が採用され
ている。上記構成のリモートコントローラ１３におい
て、ジョイスティック４７は内視鏡先端部の湾曲動作を
行うスイッチであり、３６０度のいずれの方向に自在に
操作指示を与えることが可能である。また、レバースイ
ッチ４８は、グラフィック表示される各種メニュー操作
や計測を行う場合のポインター操作を行うためのスイッ
チであり、前記ジョイスティックスイッチ４７と略同形
状に構成されたものである。フリーズスイッチ４９は、
ＬＣＤ１４に表示された内視鏡動画画像を静止画像とし
て表示する際に用いられるスイッチである。ストアース
イッチ５０は、前記フリーズスイッチ４９の押下によっ
て静止画像を表示した場合に、該静止画像をＰＣＭＣＩ
Ａメモリカード２２（図２参照）に記録する場合に用い
られるスイッチである。また、計測実行スイッチ５１
は、計測ソフトを実行する際に用いられるスイッチであ
る。
【００３１】なお、前記フリーズスイッチ４９，ストア
ースイッチ５０及び計測実行スイッチ５１は、例えばオ
ン／オフの押下式を採用して構成されている。また、前
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記レバースイッチ４８には、上記以外の機能を割り当て
ることも可能である。
【００３２】例えば、レバースイッチ４８を右に倒すと
画像のズームＵＰ機能、レバーを左に倒すとズームＤＯ
ＷＮ機能を実行することができるようにこれらの機能を
該レバースイッチ４８に割り当てて構成しても良い。ま
た、通常、ズーム画像で計測を行った場合は画像の倍率
が変化しているため正しく計測できない。このような場
合は、前記計測実行スイッチ５１を押下すると、ＣＰＵ
２６はこの操作信号を受け、瞬時ズーム機能を解除し
て、画像をフリーズしてから計測を実行するように制御
する。なお、これ以外の方法としては、ズーム倍率を考
慮して画像のまま計測できるように制御するようにして
も良い。
【００３３】次に、本実施の形態の計測内視鏡装置１０
に用いられるステレオ計測アダプタの構成を図４ないし
図６を参照しながら説明する。
【００３４】図４及び図５はステレオ計測アダプタ３７
を内視鏡先端部３９に取り付けた状態を示しており、該
ステレオ計測アダプタ３７は、固定リング３８の雌ねじ
５３により内視鏡先端部３９の雄ねじ５４と螺合するこ
とによって固定されるようになっている。
【００３５】また、ステレオ計測アダプタ３７の先端に
は、一対の照明レンズ３６と２つの対物レンズ３４，対
物レンズ３５が設けられている。２つの対物レンズ３
４，３５は、内視鏡先端部３９内に配設された撮像素子
４３上に２つの画像を結像する。この得られた撮像信号
は、電気的に接続された信号線４３ａ，内視鏡ユニット
２４を介してＣＣＵ２５に供給され、該ＣＣＵ２５によ
り映像信号に変換された後に映像信号処理回路３３に供
給されることにより、その結果、例えば図６に示すよう
な画像がＬＣＤ１４に表示される。
【００３６】本実施の形態の計測内視鏡装置１０は、ス
テレオ計測を行う場合、図７に示すような白い被写体を
撮像した内視鏡画像を用いて、例えばステレオ計測アダ
プタ３７の光学データを記録した記録媒体（例えばコン
パクトフラッシュ（Ｒ）メモリカード）から取り込まれ
た光学データに基づき被計測物のステレオ計測処理を実
行する。
【００３７】該計測内視鏡装置１０によるステレオ計測
は、前記ステレオ計測アダプタ３７の光学データを記録
した記録媒体（例えばコンパクトフラッシュ（Ｒ）メモ
リカード）から光学情報を読み込む第１の処理と、前記
内視鏡先端部３９の撮像素子４３とステレオ計測アダプ
タ３７との位置情報を読み込む第２の処理と、前記位置
情報と生産時に求めた主となる内視鏡と当ステレオ計測
アダプタ３７の位置情報から位置誤差を求める第３の処
理と、前記位置誤差から前記光学データを補正する第４
の処理と、前記補正した光学データを基に計測する画像
を座標変換する第５の処理と、座標変換された画像を基
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に２画像のマッチングにより任意の点三次元座標を求め
る第６の処理とを少なくとも実行することにより行われ
る。
【００３８】ＣＰＵ２６は、例えば前記第１～第４の処
理をステレオ計測アダプタ３７に対して一度実行し、結
果をコンパクトフラッシュ（Ｒ）メモリカード２３上に
計測環境データとして記録しておくように制御する。こ
れ以降に、ステレオ計測を実行するときは、ＣＰＵ２６
は、前記計測環境データをＲＡＭ上にロードして前記第
５,第６，第７の処理を実行するように制御する。
【００３９】なお、前記内視鏡先端３９の撮像素子４３
とステレオ光学アダプタ３７との位置情報を読み込む第
２の処理を行う場合は、図７に示すように図示しない光
学アダプタに設けたマスクの形状を取り込み、生産時の
マスクの形状と位置を比較することにより行う。この場
合、前記マスク形状の取り込みは、白い画像を取り込む
（白い紙などを映す）ことにより行う。このときの白色
画像の明るさは、ＣＣＵ２５のゲインとシャッター速度
で決まる。
【００４０】通常はＣＣＵ２５のゲイン及び撮像素子４
３のシャッター速度が自動的に最適な条件となるように
制御されているが、前記マスク形状を取り込む場合はＣ
ＣＵ２５のゲインは低く、撮像素子４３のシャッター速
度が速く設定されてしまう傾向があり、画像が暗くなり
マスク形状がはっきりと撮れなくなり、計測精度に悪影
響を及ぼしてしまう。よって、本実施の形態では、ＣＣ
Ｕ２５のゲインとシャッター速度を固定させるようにＣ
ＰＵ２６の制御によって実施するようにしている。これ
により、確実にマスクの形状を撮り込むことができ、計
測精度が低下しない。
【００４１】計測の準備が整うと、例えば図６上のクラ
ック４４の長さを測る場合には、左画像上でクラック４
４の上を折れ線でなぞるように計測点を指定する。ＣＰ
Ｕ２６は、新たな計測点が指定されるごとに右画像上で
それぞれの対応点を探索し、計測点と対応点の座標から
各点での三次元座標を求め、それらの三次元座標から隣
り合う二点間の距離を計算し、それらの合計を算出する
ことでクラック４４の全長としてその長さをＬＣＤ１４
上に表示する。
【００４２】次に、本実施の形態の計測内視鏡装置１０
に用いられる通常光学アダプタの構成を図８ないし図１
０を参照しながら説明する。
【００４３】図８及び図９は通常光学アダプタ４２を内
視鏡先端部３９に取り付けた状態を示しており、該通常
光学アダプタ４２は、固定リング３８の雌ねじ５３によ
り内視鏡先端部３９の雄ねじ５４と螺合することによっ
て固定されるようになっている。
【００４４】また、通常光学アダプタ４２の先端には、
一対の照明レンズ４１と対物レンズ４０が設けられてい
る。対物レンズ４０は、内視鏡先端部３９内に配設され
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た撮像素子４３上に画像を結像する。この得られた撮像
信号は、前記ステレオ計測アダプタ３７と同様に電気的
に接続された信号線４３ａ，内視鏡ユニット２４を介し
てＣＣＵ２５に供給され、該ＣＣＵ２５により映像信号
に変換された後に映像信号処理回路３３に供給されるこ
とにより、その結果、例えば図１０に示すような画像が
ＬＣＤ１４に表示される。
【００４５】本実施の形態の計測内視鏡装置１０は、通
常光学アダプタを用いた計測を行う場合、比較計測によ
る方法を用いることによって行う。つまり、比較計測
は、画面の中にある解っている寸法を基準にして計測す
る方法である。
【００４６】例えば、図１０に示す円の直径がわかって
いる場合には、円の直径の両端にポインターを置き２点
間の長さＬ1  ４５を入力する。知りたい寸法Ｌ2  ４６
は、Ｌ1の画面上の大きさからＣＰＵ２６による演算処
理によって比率で求める。また、このときにレンズのデ
ィストーション特性の情報を基に、ディストーション補
正を行い、より正確に寸法を求めるように調整される。
レンズのディストーション特性は、予めＲＯＭ２７上に
記録しておき、ＣＰＵ２６は、選択された通常光学アダ
プタ４２に対応したデータをＲＡＭ２上にロードするよ
うにして比較計測が実行される。
【００４７】また、本計測内視鏡では、複数のステレオ
計測アダプタの設定を保存しておくために、前記計測環
境データを脱着自在なコンパクトフラッシュ（Ｒ）メモ
リカード２３上に記録するように制御される。
【００４８】この計測環境データには、計測環境情報と
校正データと変換テーブルと逆変換テーブルで構成され
ている。
【００４９】計測環境情報には、計測環境データの種
類、つまり校正データや変換テーブルの種類を示す情報
であるため、例えば以下のような情報が含まれている。
【００５０】・ステレオ計測アダプタの種類および個体
識別番号
・内視鏡挿入部の種類および個体識別番号
・ＮＴＳＣなどのＴＶタイプ
・ＣＣＵの種類
・ビデオキャプチャー回路の種類
ＣＣＵの種類、ビデオキャプチャー回路の種類は、計測
内視鏡装置の一モジユールとして装備されていることが
多いので、この場合はこれらを計測内視鏡装置の種類と
読み替えてもよい。
【００５１】校正データには、ステレオ計測アダプタの
生産工程で測定された光学特性を示す光学データを、実
際に計測で使用する計測内視鏡に適した情報に補正した
もので構成されているため、以下の内容が含まれてい
る。
【００５２】・生産工程のデータ測定で使用した内視鐘
とこの光学アダプタとの組み合わせにおける取り付け具
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合の位置情報・実際に計測で使用する内視鏡とこの光学
アダプタとの組み合わせにおける取り付け具合の位置情
報
・生産工程のデータ測定で求められた２つの光学系の幾
何学的歪み補正式に対して、上記２つの取り付け具合の
位置情報から位置ずれ補正が行われた補正式
・生産工程のデータ測定で求められた２つのレンズにお
ける光軸の位置座標に対して、上記２つの取り付け具合
の位置情報から位置ずれ補正が行われた光軸の位置座標
・生産工程のデータ測定で求められた２つのレンズにお
ける光軸間の距離
・生産工程のデータ測定で求められた２つのレンズ系の
焦点距離
計測環境データに含まれる変換テーブルとは、上記校正
データを用いて、木内視鏡装置で撮影した計測画像に対
して幾何学的歪み補正を行うための変換テーブルのこと
であり、このテーブルを用いると歪み補正後の補正画像
を作成できる。
【００５３】また、計測環境データに含まれる逆変換テ
ーブルとは、前記補正画像上の座標に対する補正前の元
画像上の座標を求めるための逆変換テーブルのことであ
る。
【００５４】さらに、本計測内視鏡では、撮影した画像
をＣＰＵ２６の制御によってＰＣＭＣＩＡメモリカード
２２上に、計測で使用する校正データと計測環境情報と
ともに記録する。
【００５５】また、本計測内視鏡では、本装置に登録さ
れている複数の計測環境データの中から選択したものに
含まれる校正データと計測環境情報を、画像を記録する
ための前記ＰＣＭＣＩＡメモリカード２２や、前記計測
環境データを記録するための前記コンパクトフラッシュ
（Ｒ）メモリカードとは別の着脱自在なメモリカード上
に記録することもできる。
【００５６】本実施の形態は、計測内視鏡装置でＰＣＭ
ＣＩＡメモリカード２２上に記録され、校正データと計
測環境情報が付いている計測画像をパソコン上に取り込
み、この画像を撮影したときの計測内視鏡装置と同じ計
測環境の設定をパソコン上で行って、パソコン上でも同
じ計測を行うことができるソフトウェアに関するもので
あり、この形態について以下に説明する。
【００５７】本実施の形態におけるパソコン用のソフト
ウェアは、計測内視鏡装置１０で記録された画像をパソ
コンの中に取り込んで管理する第一の処理と、管理して
いる画像の中から１枚を選択して計測機能を呼び出す第
二の処理と、記録媒体に記録されている校正データと計
測環境情報をパソコンの中で管理する第三の処理と、計
測画像に適した校正データを関連付ける第四の処理と、
画像に含まれる幾何学的歪みを補正するための変換テー
ブルを作成する第五の処理と、計測用に撮影した画像を
変換テーブルを用いて座標変換をおこない補正画像を作
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成する第六の処理と、補正画像を基にして任意の点で左
右２画像のマッチングを行う第七の処理と、マッチング
によって求まった左右２つの座標と光軸の位置座標と焦
点距離から三次元座標を求める第ハの処理と、任意の複
数点の三次元座標からある二点間距離や面積などの計測
値を求める第九の処理とで構成されており、これらを実
行することにより計測が行われる。
【００５８】パソコンに計測画像が記録されたメモリカ
ードを装着して、本ソフトウェアでこの中の画像を選択
すると、前記第１の処理によって、本ソフトウェアで管
理しているパソコン内のフォルダの中にこれらの画像が
複製される。この処理が終了すると、図１１に示すよう
な本ソフトウェアのサムネイル画面の中に、先ほど複製
した画像のサムネイル５５が表示される。また、複製し
た画像ファイルのヘッダにステレオ計測用の画像か比較
計測用の画像を示す記号が記録されている場合には、そ
れに応じてステレオ計測アイコン５６や比較計測アイコ
ン５７が各サムネイル５５上に表示される。
【００５９】そして、サムネイル画面上の中から計測し
たい画像を選択して、メニューバー５８の中から図示は
しないが計測実行メニューを選択したり、ツールバー５
９の中から計測実行ボタン６０を押したり、サムネイル
上のステレオ計測アイコン５６や比較計測アイコン５７
を押すと、前記第２の処理によって各計測機能が呼び出
され、計測の準備が整うと、図１２に示すようなステレ
オ計測画面や、図１３に示すような比較計測画面にな
る。
【００６０】図１２は、各種計測機能を実行するための
各種メニューボタン６１や、操作に関するメッセージ等
を表示するメッセージ表示欄６３や、計測を行った結果
（数値）を表示する各種数値表示欄６２、さらに計測画
像上から左右２つの計測可能な視野領域６４を切り取
り、この計測画面上に貼り付けて表示されている例を示
している。
【００６１】図１３は、図１２と同様に、各種メニュー
ボタン６５、メッセージ表示欄６７、各種数値表示欄６
６、及び計測画像６８が表示されている例を示してい
る。
【００６２】計測内視鏡装置では複数の計測環境データ
を登録しており、これらの各計測環境データに含まれる
変換テーブルと逆変換テープルの総容量は、例えば１２
Ｍｂｙｔｅになる。したがって、ステレオ計測アダプタ
を本装置に３つ登録すると、１２Ｍｂｙｔｅ×３＝３６
Ｍｂｙｔｅとなる。計測内視鏡装置では、ＣＰＵなどの
制約から計測環境データの作成に時間がかかり、また、
数種類の光学アダプタを用いながらさまざまな計測を行
うという場合が多いことから、計測内視鏡装置に搭載さ
れているフラッシュＲＯＭやコンパクトフラッシュ
（Ｒ）メモリカードの容量の範囲内で記録できるだけの
数個の計測環境データをあらかじめ作成していた。
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【００６３】これに対して、最近市販されているパソコ
ンの処理速度は、計測内視鏡装置と比較すると数倍～数
十倍速い。これにより、パソコンで計測環境データを作
成すると、数秒から数十秒で完了する。また、ＰＣでは
数多くの画像を管理しておくという性格上、かなり多く
の種類の計測環境データを取り扱う必要がある。よっ
て、画像を選択して計測を実行するたびに、画像に付い
ている校正データから計測環境データを作成するように
することで、一つ分の計測環境データの容量を確保して
おくだけでよくなる。
【００６４】さらに、計測環境データの作成に必要な校
正データは、数十Ｋｂｙｔｅときわめて小容量である場
合が多いので、複数の校正データをパソコン内に保存し
ておきやすくなり、これにより多数の計測環境を登録し
ておくことが可能となる。したがって、たとえ画像に校
正データが付いていなかったとしても、校正データのリ
ストから適当なものを選択することで計測環境データを
作り出し再計測が可能になるという利便性がある。
【００６５】ここで、パソコン内に登録されている複数
の計測環境データと校正データは、以下の２つの方法に
よって簡単に登録できる。
【００６６】一つ目の方法は、計測環境情報と校正デー
タが付いている計測画像を選択して計測を実行するとき
に、既に登録されている計測環境データの中に選択した
画像と同じ計測環境のものが存在するかどうかを検索
し、同じものが登録されていないならば、画像に付いて
いる計測環境情報と校正データを自動的に本ソフトウェ
アが管理しているフォルダの中に複製してこれを登録す
る。
【００６７】二つ目の方法では、計測内視鏡装置でここ
に登録されている計測環境データの中から適当なものを
選択して、着脱自在な記録媒体に計測環境情報と校正デ
ータを記録したものをあらかじめ用意する。あるいは、
本ソフトウェアで登録されている計測環境の中から適当
なものを選択して、着脱自在な記録媒体に計測環境情報
と校正データを記録したものを用意する。このように準
備した記録媒体をパソコンに装着し、本ソフトウェアで
ここに記録されている適当な計測環境情報と校正データ
を選択して、本ソフトウェアが管理しているフォルダの
中に複製してこれを登録する。
【００６８】以上により、本ソフトウェアで対応してい
る計測環境ならば、さまざまな計測内視鏡装置で記録し
たどんな計測画像でも簡単に計測環境の設定を行うこと
ができ、迅速に再計測を行えるようになる。
【００６９】（作用）図１４、図１５を参照して、本実
施形態のソフトウェアの特徴となる制御動作を詳細に説
明する。
【００７０】計測内視鏡装置で記録された計測画像を本
ソフトウェアで取り込み、図１１の画面からマウスやキ
ー操作などによって適当なサムネイルを１枚選択する。
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そして、メニューバー５８の中の計測実行メニューを選
択したり、ツールバー５９の中から計測実行ボタン６０
を押したり、またはサムネイル上のステレオ計測アイコ
ン５６や比較計測アイコン５７を押すと、図１４に示す
ルーチンのプログラムが実行される。
【００７１】図１４に示すルーチンが実行されたら、ス
テップＳ１１１の判断処理で、選択した画像ファイルの
ヘッダを参照して計測内視鏡装置で記録された画像か否
かの判断を行い、計測内視鏡装置で記録された画像であ
る場合にはステップＳ１１２判断処理でその画像がステ
レオ計測画像か否かの判断を画像のヘッダを参照して行
う。
【００７２】ここで、ステレオ計測画像である場合は、
ステップＳ１１３の判断処理でこの画像ファイルのヘッ
ダに計測環境情報が付いているか否かの判断を行い、こ
れが記録されている場合には、ステップＳ１１４の判断
処理で画像に付いている校正データが本ソフトウェアで
対応しているか否かを判断し、対応している場合にはス
テップＳ１１６の処理へ進む。ステップＳ１１４の判断
処理で画像に付いている校正データが本ソフトウェアで
対応していない場合は、ステレオ計測を行うことができ
ないことを表示して、別の画像を選択するように図１１
の画面に戻る。
【００７３】また、ステップＳ１１６の判断処理で、パ
ソコンの中に既に登録されている計測環境データベース
の中に記録されている計測環境データの中にこの画像と
同じ計測環境情報のものがあるか否かを判断して、同じ
ものがある場合にはステップＳ１１８へ進む。ステップ
Ｓ１１６の判断処理で、同じものがない場合には画像に
付いている計測環境情報と校正データをデータベースの
中に登録してからステップＳ１１８へ進む。
【００７４】ステップＳ１１８の判断処理で、現在既に
作成され設定されている計測環境データと同じ計測環境
情報か否かを判断し、同じであればステップＳ１１９の
判断処理で、画像に付いている校正データの中に含まれ
ている視野領域の位置情報と、現在の計測環境データに
含まれる視野領域の位置情報の差があらかじめ定めた閾
値よりも小さいかどうかを判断する。
【００７５】ステップＳ１１９の処理で閾値よりも小さ
い場合は、現在の設定の計測環境データを読み込んで、
ステップＳ１２１のステレオ計測処理を行うようにす
る。
【００７６】また、ステップＳ１１８の判断処理で現在
の計測環境データとは異なる場合や、ステップＳ１１９
の判断処理で閾値よりも大きい場合は、この画像ファイ
ルのヘッダに付いている校正データを使用して計測環境
データを新しく作成しなおして、ステップＳ１２１のス
テレオ計測処理を行うようにする。
【００７７】ステップＳ１２１でステレオ計測の準備が
完了すると、図１２の画面で待機状態になり、この画面
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で計測を行うとその計測結果が表示される。
【００７８】また、この画面を閉じると、図１１の画面
に戻り、別の画像を選択できるようになる。
【００７９】一方、ステップＳ１１３の判断処理で計測
画像に計測環境情報と校正データが付いていない場合に
は、この画像に適した計測環境データを手動で選択して
計測できる状態にするためにＳ１２３へ進み、図１５に
示すルーチンのプログラムが実行される。
【００８０】ステップＳ２０１で、既に登録されている
校正データの中から適当なものを選択するか、別の記録
媒体に記録されている校正データを使用するか、または
計測を終了するかをユーザに選択させる。
【００８１】既に登録されている校正データの中から適
当なものを選択する場合は、ステップＳ２０３で計測環
境データベースの中に登録されている校正データのリス
トを表示し、ステップＳ２０４でユーザにその中から適
当なものを選択させる。次に、ステップＳ２０５で、画
像に計測環境情報が付いているか否かを判別し、付いて
いればステップＳ２０６の判断処理で画像ファイルに記
録されている計測環境情報の内容と、ユーザが選択した
校正データの計測環境情報の内容とが一致しているか否
かを判別する。ステップＳ２０６で一致していれば、ス
テップＳ２０９に進む。
【００８２】また、ステップＳ２０６で一致していなけ
れば、選択した校正データを使用することはできないこ
とを表示し、別の校正データを選択させるようにするた
めにステップＳ２０１へ戻る。
【００８３】一方、ステップＳ２０５で、画像に計測環
境情報が付いていない場合には、選択した校正データに
おける計測環境情報を内容をユーザに再確認させてステ
ップＳ２０９へ進む。
【００８４】そして、ステップＳ２０９で、リストから
選択した校正データを使用して計測環境データを作成し
てステレオ計測処理を実行する。
【００８５】また、ステップＳ２０１で、データベース
からではなく別の記録媒体に記録されている校正データ
を使用するとした場合は、校正データが記録されている
記録媒体をパソコンに挿入し、ステップＳ２１２でその
中にある校正データのリストを表示する。
【００８６】そして、ユーザがこの中から適当なものを
選択した後で、ステップＳ２１４の判断処理で選択した
校正データが本ソフトウェアに対応しているかどうかを
判断する。ステップＳ２１４で対応している場合は、ス
テップＳ２１５で画像に計測環境情報が付いているか否
かを判別し、付いていればステップＳ２１７の判断処理
で画像ファイルに記録されている計測環境情報の内容
と、ユーザが選択した校正データの計測環境情報の内容
とが一致しているか否かを判別する。ステップＳ２１７
で一致していれば、ステップＳ２１９に進む。
【００８７】また、ステップＳ２１５で画像に計測環境
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情報が付いていない場合には、選択した校正データにお
ける計測環境情報を内容をユーザに再確認させてステッ
プＳ２１９へ進む。
【００８８】そして、ステップＳ２１９で選択した校正
データと計測環境情報をデータベースに登録し、Ｓ２２
０でこの校正データを使用して計測環境データを作成し
てステレオ計測処理を実行する。
【００８９】一方、ステップＳ２１４で選択した校正デ
ータが本ソフトウェアで対応していない場合や、ステッ
プＳ２１７で画像の中の計測環境情報の内容と選択した
校正データの計測環境情報の内容が一致していない場合
には、選択した校正データを使用することはできないこ
とを表示し、別の校正データを選択させるようにするた
めにステップＳ２０１へ戻る。
【００９０】また、ステップＳ２０９やステップＳ２２
０が完了すると、ステレオ計測を実行する前に、ユーザ
の希望に応じてその画像ファイルのヘッダに計測環境情
報および校正データを記録するようにしてもよい。
【００９１】さらに、図１４のステップＳ１１２で選択
した画像がステレオ計測の画像でなかった場合、ステッ
プＳ１２４の判断処理でこの画像が比較計測かどうかを
画像のヘッダを参照して判断し、比較計測画像である場
合は、ステップＳ１２５で画像に付いている光学アダプ
タの歪み補正情報を読み込み、比較計測処理を実行す
る。
【００９２】一方、ステップＳ１２４の判断処理で、選
択した画像がステレオ計測画像でも比較計測画像でもな
い場合には、計測処理を終了して別の画像を選択させる
ために図１１の画面に戻すか、ステップＳ１２７でユー
ザに計測手法を選択させる。
【００９３】ステップＳ１２７で選択した計測手法が比
較計測の場合は、初期値の歪み補正情報を読み込んで比
較計測処理を実行する。
【００９４】また、ステップＳ１２７でステレオ計測を
選択した場合は、ステップＳ１２３に進み図１５のプロ
グラムを実行して、適当な校正データをリストから選択
して計測が行えるようにする。
【００９５】なお、ステップＳ１１１で選択した画像が
計測内視鏡装置で記録された画像でない場合や、ステッ
プＳ１２８で計測を終了させる場合には、図１１の画面
に戻り別の画像が選択できるように待機状態にする。
【００９６】（効果１）本実施の形態では、計測画像を
選択して、計測を実行させるだけで、計測に必要な正し
い情報を読み込んで計測環境の設定を行い、計測内視鏡
装置上ではなく一般のパソコン上でも正しい計測が可能
となる。
【００９７】また、計測画像を選択して、計測の種類に
関係無く、計測実行メニユーや計測ボタンを押すだけ
で、適切な計測プログラムが実行する。
【００９８】（効果２）計測環境情報と校正データが付
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いている画像で計測を行う場合に、画像を撮影するとき
に使用した機器の種類を示した計測環境情報が現在の設
定に一致しているときに現在の設定を使つて計測を行つ
たとすると、視野領域の位置を検査するために撮影する
自い画像の写り具合が何らかの原因で変化し、これに伴
つて位置関係の情報も変化したのが原因で計測精度が低
下することがある。
【００９９】本実施の形態では、画像を撮影するときに
使用した機器の種類を示した計測環境情報が現在の設定
に一致している場合でも、視野領域の位置情報が変化し
ているかどうかを確認しているので、このような原因で
精度が低下するケースを低減するだけでなく、画像にあ
らかじめ付いている校正データを使用して自動的に計測
環境の設定を行つて計測できるようにしているので、安
全性が高く、しかも迅速で、簡便に計測を行う準備を整
えることができる。
【０１００】（効果３）校正データの容量は数十Ｋｂｙ
ｔｅ、計測環境情報は数Ｋｂｙｔｅであることが多いの
で、一つの画像ファイルを小さくするために、計測環境
情報だけを画像に記録するようにしておきたいこともあ
る。
【０１０１】また、画像ファイルとは別のファイルに計
測環境情報や校正データが記録されていると、何らかの
原因で画像に関連付けられて記録されていた計測環境情
報や校正データのファイルが紛失したり削除されてしま
ったりすることも考えられる。
【０１０２】従来の計測内視鏡システムならこのような
画像では装置上でも再計測を行うことができないか、ま
たは実際に再計測を行うまでの計測環境の設定作業が煩
雑であった。
【０１０３】これに対して、本実施例では、既に登録さ
れている計測環境データのリストや、別のメモリカード
に記録されている校正データのリストからそれらを選択
するだけでパソコン上でも簡単に計測環境の設定が行
え、迅速に再計測を行うことができる。
【０１０４】さらに、リストから選択したデータが計測
したい画像に適合しているかどうかの確認がおこなわれ
るので、不整合な状態で計測を行ってしまうケースを少
なくする効果もある。
【０１０５】上記実施の形態による本発明では、計測内
視鏡装置で着脱自在の記録媒体に記録された画像に対し
て、パソコン上で計測環境の設定を行って再計測を行う
ことができるとともに、この場合、計測用の画像ではな
い画像で計測を実行することを防止することができる。
そして、ユーザーは光学アダプタの機器の種類などを気
にすることなく、簡単な操作で正しい光学アダプタに対
応した計測を実行させることが可能となり、再計測時に
おける操作性を向上させ、検査効率を向上させることが
可能となる。
【０１０６】また、さまざまな計測環境に対応している
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が計測環境データを必要に応じて作成しなおしているの
で、１セット分の計測環境データの容量のみパソコン内
の記録媒体（ＨＤ）に確保されていればよいので、この
ためにパソコンのＨＤの仕様を特に限定する必要はな
い。
【０１０７】また、初めての種類の校正データが付いて
いる計測画像で計測を行う場合には、その校正データが
管理されている校正データ群の中に自動的に取り込むこ
とができるので、ユーザーは校正データの存在をあまり
意識することなく再計測を行うことができる。
【０１０８】なお、計測画像とは別に校正データだけを
記録媒体に記録したり、またそれをパソコンの中に取り
込んだりすることもできるため、校正データが付いてい
ない画像でも再計測を行うことも可能となる。
【０１０９】さらに、画像を実際に撮影した装置上で再
計測を行う必然性がないので、画像が記録されている記
録媒体を別の装置に装着して同様の簡単な操作によっ
て、別の装置上でも再計測を行うことが可能となる。
【０１１０】これにより、さまざまな計測内視鏡装置内
の計測環境の状態を、一台のパソコン内で再現させるこ
とができるので、検査者が使い慣れたパソコン上で容易
に計測画像を再計測することができ、さらにコンピュー
ターのネットワークシステムを利用することで、画像や
計測結果のデータを複数の検査者で容易にデータを共有
することが可能になり、検査環境が格段に向上する。
【０１１１】すなわち、本発明によれば、計測画像を計
測環境情報と校正データと共にパソコンに取り込み、保
存されているこれらの複数の画像から適当な画像を選択
し、ステレオ計測機能を実行させるだけで、計測画像に
付いている計測環境情報や校正データから自動的に計測
環境の設定が行われ、直ちにパソコン上で計測処理を実
行することが可能となる。このとき、画像に付いていた
計測環境情報と校正データは、校正データ群のデータベ
ースの中に自動的に複製され、画像とは別に管理され
る。
【０１１２】また、計測画像に記録されている計測環境
情報を参照してパソコンの中に既に管理されている校正
データ群の中から同じものを検索する予段と、前記検索
結果のデータを使用して自動的に計測環境の設定を変更
する手段を設けたことによって、画像を記録する媒体の
容量などに理由により校正データが付いていない画像で
計測を行う場合は、選択した計測画像と同じ計測情報で
ある計測環境データが装置の中に存在していれば、既に
存在する校正データから計測環境データを自動的に作成
し、これを使用することで計測処理を実行することが可
能となる。
【０１１３】さらに、計測画像に記録されている計測環
境情報を参照して現在の計測環境の設定と一致している
かを判断する手段を設けたことによって、あらためて計
測環境データを作成することなく、現在の設定されてい
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る計測環境データを使用して計測処理を実行することが
でき、計測の準備を行なう時間を短縮させることが可能
となる。
【０１１４】さらに、なんらかの理由で計測画像に計測
環境情報や校正データが記録されていなかったとして
も、それを告知する手段を設けているので、計測者は選
択した画像の計測環境が記録されているかどうかを意識
することなく計測作業を行なうことができ、またこの場
合には既にパソコンの中に存在している校正データの一
覧を表示させて、この中から適当なものを選択すると計
測を行なうことが可能となる。
【０１１５】また、画像の記録媒体への書き出しや記録
媒体からの取り込みとは別に、パソコンの中にある校正
データを記録媒体に複製したり、記録媒体の中の校正デ
ータをパソコンの中のデータベースに取り込んだりする
こともできるので、校正データだけを独立して管理でき
るデーターベースを構築することが可能となる。これに
より、校正データと計測環境データが付いていない画像
で再計測を行なう場合でも、このデータベースの中に適
当な校正データを記録媒体経由で取り込めば、このよう
な画像でも再計測を容易に行なうことが可能となる。
【０１１６】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、計
測内視鏡装置で記録された計測画像をパソコン上で再計
測を行なえるようにして、検査の作業効率を向上させる
ことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る計測内視鏡装
置のシステム構成を示す斜視図
【図２】図１の計測内視鏡装置の電気的回路構成を示す
ブロック図
【図３】図１のリモートコントローラの構成を示す斜視
図
【図４】ステレオ計測アダプタを付けた図１の内視鏡挿
入部の内視鏡先端部の構成を示す斜視図
【図５】図４のＡ－Ａ線断面図
【図６】図４のステレオ計測アダプタを付けた内視鏡画
像を示す図
【図７】図４のステレオ計測アダプタのマスク形状の画
像を示す図
【図８】通常光学アダプタを付けた図１の内視鏡挿入部
の内視鏡先端部の構成を示す斜視図
【図９】図８のＡ－Ａ線断面図
【図１０】図９の通常光学アダプタを付けた内視鏡画像
を示す図
【図１１】サムネイル画面の表示例を示す図
【図１２】ステレオ光学アダプタによる計測画面の表示
例を示す図
【図１３】通常光学アダプタによる計測画面の表示例を
示す図
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【図１４】本計測ソフトウェアの特徴となる制御動作例
を示す第１のフローチャート
【図１５】本計測ソフトウェアの特徴となる制御動作例
を示す第２のフローチャート
【符号の説明】
１０…計測内視鏡装置
１１…内視鏡挿入部
１２…コントロールユニット
１３…リモートコントローラ
１４…液晶モニタ（ＬＣＤ）
１７…フェイスマントデイスプレイ（ＦＭＤ）
１８…ＦＭＤアダプタ
１９…スピーカ
２０…マイク
２１…パーソナルコンピュータ
２２…ＰＣＭＣＩＡメモリーカード
２３…コンパクトフラッシュ（Ｒ）メモリーカード
２４…内視鏡ユニット
２５…カメラコントロールユニット（ＣＣＵ）
２６…ＣＰＵ（制御部）
２７…ＲＯＭ
２８…ＲＡＭ
２９…ＲＳ－２３２ＣＩ／Ｆ
３０…ＰＣカードＩ／Ｆ
３１…ＵＳＢＩ／Ｆ
３２…音声信号処理回路
３３…映像信号処理回路
３４，３５，４０…対物レンズ系
３６，４１…照明レンズ
３７…ステレオ光学アダプタ
３８…固定リング
３９…内視鏡先端部
４２…通常光学アダプタ
４３…撮像素子
４４…クラック
４５…Ｌ１（既知の寸法）
４６…Ｌ２（未知の寸法）
４７…ジョイスティック
４８…レバースイッチ
４９…フリーズスイッチ
５０…ストアースイッチ
５１…計測実行スイッチ
５３…雌ねじ
５４…雄ねじ
５５…サムネイル
５６…ステレオ計測アイコン
５７…比較計測アイコン
５８…メニューバー
５９…ツールバー
６０…計測実行ボタン
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６１，６５…各種メニューボタン
６２，６６…各種数値表示欄
６３，６７…メッセージ表示欄 *
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*６４…計測可能な視野領域
６８…計測画像

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】



(13) 特開２００３－７０７２０

【図８】 【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】

【図１３】



(14) 特開２００３－７０７２０

【図１４】



(15) 特開２００３－７０７２０

【図１５】

  
─────────────────────────────────────────────────────
フロントページの続き
  
(51)Int.Cl.7              識別記号                        ＦＩ                              テーマコート゛(参考）
   Ｈ０４Ｎ   7/18                                       Ｈ０４Ｎ  13/02                     ５Ｃ０６１
             13/02                                       Ｇ０１Ｂ  11/24                 Ａ    
  



(16) 特開２００３－７０７２０

Ｆターム(参考） 2F065 AA53 CC16 FF05 JJ03 JJ26
                4C061 CC06 FF40 HH51 SS21 
                5C022 AA09 AB15 AB66 AC08 AC42
                      AC52 
                5C024 BX02 CY44 DX06 EX17 
                5C054 AA01 CC07 CH02 EA01 EA03
                      EA05 FC15 FD02 GB15 GB16
                      HA12 
                5C061 AA06 AA21 



专利名称(译) 测量软件

公开(公告)号 JP2003070720A 公开(公告)日 2003-03-11

申请号 JP2001264849 申请日 2001-08-31

[标]申请(专利权)人(译) 奥林巴斯株式会社

申请(专利权)人(译) オリンパス光学工业株式会社

[标]发明人 横田政義

发明人 横田 政義

IPC分类号 G01B11/24 A61B1/00 G01B11/245 H04N5/225 H04N5/335 H04N7/18 H04N13/02

FI分类号 A61B1/00.300.D A61B1/00.300.Y H04N5/225.C H04N5/335.Z H04N7/18.C H04N13/02 G01B11/24.A 
A61B1/00.550 A61B1/00.630 A61B1/00.640 A61B1/00.731 A61B1/045.611 G01B11/245.H H04N13/02.
170 H04N13/218 H04N5/225 H04N5/225.500 H04N5/232.290 H04N5/232.300

F-TERM分类号 2F065/AA53 2F065/CC16 2F065/FF05 2F065/JJ03 2F065/JJ26 4C061/CC06 4C061/FF40 4C061
/HH51 4C061/SS21 5C022/AA09 5C022/AB15 5C022/AB66 5C022/AC08 5C022/AC42 5C022/AC52 
5C024/BX02 5C024/CY44 5C024/DX06 5C024/EX17 5C054/AA01 5C054/CC07 5C054/CH02 5C054
/EA01 5C054/EA03 5C054/EA05 5C054/FC15 5C054/FD02 5C054/GB15 5C054/GB16 5C054/HA12 
5C061/AA06 5C061/AA21 4C161/CC06 4C161/FF40 4C161/HH51 4C161/SS21 5C122/DA13 5C122
/DA26 5C122/EA31 5C122/EA42 5C122/EA63 5C122/EA68 5C122/FA04 5C122/FB03 5C122/FB21 
5C122/FH06 5C122/FK21 5C122/FK23 5C122/FK39 5C122/GA09 5C122/GA34 5C122/GE26 5C122
/HA01 5C122/HA13 5C122/HA35 5C122/HB01 5C122/HB05

代理人(译) 伊藤 进

其他公开文献 JP2003070720A5
JP4373038B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：为了能够通过重新测量由测量内窥镜设备记录在个人计算
机上的测量图像来提高检查的工作效率。 解决方案：安装在控制单元12
中的主电路组包括CPU 26，ROM 27，RAM 28，PC卡I / F30，USB I / 
F31和用于控制要基于主程序执行和操作的各种功能的RS。 -232C I / F 
29，音频信号处理电路32和视频信号处理电路33。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/f050ca40-3eba-4b72-8a88-26228d8b18ef
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/019091389/publication/JP2003070720A?q=JP2003070720A

